


　
安
政
元
年
、
父
・
八
百
三
の
次
男
と
し

て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
兄
を
政
昭
と
い
う
。

　
八
百
三
は
八
王
子
千
人
同
心
（
旧
甲
斐

の
国
武
田
家
の
家
臣
で
、
徳
川
家
に
随
身

し
て
八
王
子
に
駐
屯
し
、
半
士
半
農
で
甲

州
街
道
を
警
備
し
て
い
た
一
派
）
を
以
て

３
年
、
二
子
を
伴
い
七
飯
村
に
移
住
し
開

拓
に
従
事
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
文
久
２
年
、
野
口
太
一
郎
に
師
事
し
、

元
治
元
年
１１
月
、
平
山
鋭
次
郎
に
就
き
学

を
修
め
る
。
更
に
平
山
金
十
郎
か
ら
英
式

歩
兵
操
練
を
学
ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
明
治
元
年
、
兄
・
政
昭
は
、
花
輪
五
郎
・

平
山
金
十
郎
等
と
企
だ
て
、
箱
館
府
庁
を

襲
う
と
す
る
が
、
政
昭
は
捕
ら
え
ら
れ
、

五
郎
は
切
腹
し
、
金
十
郎
は
逃
亡
す
る
。

次
い
で
榎
本
武
揚
等
が
箱
館
に
来
る
や
、

之
に
投
じ
て
官
軍
と
戦
う
。
戦
に
敗
れ
た

政
昭
は
金
沢
藩
に
預
け
ら
れ
る
。
民
則
は

事
な
く
し
て
止
む
。
こ
れ
以
降
、
民
則
は

文
事
に
志
し
学
校
に
入
り
和
漢
学
を
お
さ

め
、
次
い
で
露
西
亜
司
祭
ア
ナ
ト
レ
ー
、

及
び
函
館
学
校
教
師
サ
ル
ト
フ
に
就
き
ロ

シ
ア
語
を
学
ぶ
。
明
治
７
年
１２
月
、
東
京

に
上
り
、
ニ
コ
ラ
イ
に
従
い
ロ
シ
ア
語
及

び
教
理
を
学
ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
明
治
９
年
１２
月
法
律
に
転
じ
、
名
村
泰

三
・
黒
川
誠
一
郎
等
に
就
き
仏
蘭
西
法
律

学
を
学
び
、
１０
年
４
月
講
法
学
舎
に
入
る
。

１１
年
第
一
期
代
言
人
試
験
に
合
格
す
る
。

以
来
磯
部
四
郎
に
就
い
て
研
究
し
、
１６
年

１０
月
函
館
代
言
人
組
合
に
入
り
、
初
め
て

代
言
人
事
務
を
執
る
。
勉
め
て
正
義
を
以

て
事
を
処
理
し
、
一
般
の
人
か
ら
の
信
用

を
得
、
訴
訟
の
依
頼
が
多
く
な
り
、
重
大

事
件
は
お
お
む
ね
民
則
の
手
を
経
る
よ
う

に
な
る
。
２３
年
函
館
代
言
人
組
合
会
長
と

な
り
、
同
年
区
会
議
員
に
当
選
す
る
。
２６

年
１２
月
区
会
議
員
に
再
選
。
２９
年
４
月
辞

職
し
、
函
館
港
改
良
工
事
委
員
を
嘱
託
す

る
。
こ
れ
よ
り
先
２２
年
５
月
同
志
と
日
刊

新
聞
「
北
海
」
を
発
行
。
北
海
道
庁
拓
殖

事
業
に
関
す
る
悪
政
を
非
難
し
、
ま
た
地

方
議
会
設
置
の
必
要
を
説
き
有
志
者
を
代

表
し
て
意
見
書
を
帝
国
議
会
に
提
出
す
る
。

ま
た
区
制
施
行
の
必
要
を
説
い
て
地
方
自

治
の
発
達
に
貢
献
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
明
治
３１
年
５
月
更
に
同
志
と
謀
り
、
函

館
毎
日
新
聞
を
発
行
。
３７
年
４
月
、
函
館

区
臨
時
海
陸
連
絡
設
備
調
査
委
員
の
嘱
託

と
な
る
。
３７
、
８
年
戦
役
中
、
軍
人
家
族

保
護
会
長
に
推
さ
れ
る
。
４０
年
小
樽
に
法

律
事
務
所
を
置
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
明
治
４１
年
２
月
、
訴
訟
を
以
て
山
口
県

徳
山
に
赴
き
、
途
中
病
に
か
か
り
、
３
月

１
日
京
都
で
客
死
す
る
。
享
年
５５
歳
。
　

　
明
治
４３
年
３
月
、
３
周
年
忌
に
際
し
、

知
人
に
よ
り
生
前
貯
蔵
し
た
法
律
書
、
戦

史
等
を
以
て
、
函
館
図
書
館
に
馬
場
文
庫

を
付
設
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
因
み
に
、
考
古
学
者
で
北
方
民
族
研
究

の
世
界
的
な
権
威
者
・
馬
場
脩
は
、
民
則

の
三
男
と
し
て
函
館
で
生
ま
れ
て
い
る
。

　 　
写
真
・
取
材
協
力
／
函
館
市
中
央
図
書
館
　
　
　

　
参
考
資
料
／
「
函
館
市
功
労
者
小
伝
」
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
北
海
道
史
人
名
字
集
」
下
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
地
域
史
研
究
は
こ
だ
て（
第
３１
号
）」

　
　
　
　
　
　
「
北
門
名
家
誌
」
丸
山
浪
人
著
　
　

　
　
　
　
　
　
「
函
館
人
物
誌
」
近
江
幸
雄
著
　
　

　 



　
函
館
市
民
会
館
開
館
４０
周
年
記
念

の
最
後
を
飾
る
〈
首
都
東
京
の
音
楽

大
使
〉
都
響
の
名
演
が
再
び
登
場
！

日
本
屈
指
の
指
揮
者
と
演
奏
家
を
迎

え
て
５
年
ぶ
り
の
函
館
公
演
　
　
　

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
念
文
化

事
業
と
し
て
東
京
都
が
設
立
し
た｢

都

響｣

は
、
今
年
で
創
立
４５
周
年
。
設

立
以
来
演
奏
会
の
ほ
か
に
も
青
少
年

へ
の
音
楽
普
及
事
業
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
な
ど
多
種
多
彩
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、
海
外

公
演
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
今
年
度
の｢

ハ
ー
モ
ニ
ー
ツ
ア
ー｣

で
は
、
１１
月
に
ベ
ト
ナ
ム
公
演
を
行

う
な
ど
〈
首
都
東
京
の
音
楽
大
使
〉

の
愛
称
の
と
お
り
、
国
内
の
み
な
ら

ず
世
界
的
な
評
価
を
得
て
い
る
交
響

楽
団
の
ひ
と
つ
で
す
。
前
回
の
函
館

公
演
で
は
、
音
楽
普
及
に
尽
力
し
て

い
る
都
響
ら
し
く
市
内
の
高
校
生
と

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
だ
け
で
は
な
く
、

音
楽
を
志
す
学
生
た
ち
に
貴
重
な
経

験
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
回
は
、
市
民
会
館
開
館
４０
周
年

記
念
最
後
に
相
応
し
く
、
豪
華
な
キ

ャ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
贈
り
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
指
揮
に
、
今
ま
で
に
国
内
外
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
数
々
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

歴
任
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
か
ら
数
々

の
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
現
在
ア
ー
ネ

ム
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

常
任
指
揮
者
な
ど
を
務
め
る
”
炎
の

マ
エ
ス
ト
ロ
“
こ
と
小
林
研
一
郎
氏

を
ソ
リ
ス
ト
に
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
、
シ
ョ
パ
ン
国

際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
二
大
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
唯
一
人
の

日
本
人
で
あ
り
、
今
年
の
シ
ョ
パ
ン

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員

を
務
め
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
山
実
稚
恵

氏
を
迎
え
て
お
贈
り
し
ま
す
。
　
　

指
揮
　
小
林
研
一
郎
　
　
　
　
　
　

ソ
リ
ス
ト
　
小
山
実
稚
恵（
ピ
ア
ノ
）

　 演
奏
曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ロ

　
の
結
婚
』
序
曲
　
　
　
　
　
　
　

シ
ョ
パ
ン
／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番

　
ホ
短
調
作
品
１１
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
６
番

　
『
田
園
』
ヘ
長
調
作
品
６８
　
　
　

　 日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
　

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
６
０
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　
　
　
Ｂ
席
　
　
　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下
半
額
　
　
　
　

　
　
　（
全
席
指
定
、当
日
５
０
０
円
増
）

※
高
校
生
以
下
券
は
、
市
民
会
館
・

　
芸
術
ホ
ー
ル
の
み
の
取
扱
　
　
　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 ■
都
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
器
ク

　
リ
ニ
ッ
ク
参
加
者
募
集
　
　
　
　

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ヴ
ィ

オ
ラ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

開
催
日
　
３
月
１０
日
�
　
　
　
　
　

参
加
料
　
無
料
（
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者

　
　
　
　
対
象
）
　
　
　
　
　
　
　

　 主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

　
　 

　
平
成
２３
年
の
新
春
を
つ
つ
が
な
く

お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
昨
年
は
、
財
団
派
遣
の
市
職
員
全

員
の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
私
ど
も
は
新
た
な
姿
勢
で

組
織
の
強
化
を
急
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
折
も
折
、
昨
年
は
財
団
が
管

理
運
営
し
て
い
る
旧
函
館
区
公
会
堂

の
築
１
０
０
年
、
市
民
会
館
開
館
４０

周
年
の
節
目
に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
、

新
体
制
の
中
で
充
実
し
た
事
業
が
組

め
る
か
ど
う
か
、
財
団
の
円
滑
な
運

営
を
危
ぶ
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
、
関
係
の
方
々
の
お
力
添

え
を
得
ま
し
て
、
元
町
公
園
コ
ン
サ

ー
ト
や
若
手
男
性
日
本
舞
踊
家
に
よ

る
「
コ
ノ
カ
イ
ズ
ム
」
公
演
な
ど
、

多
彩
な
記
念
の
催
し
を
開
催
で
き
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　

　
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
し
い
年
の
財
団
運
営
の

重
点
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
、

各
団
体
と
の
「
協
働
の
歩
み
」
を
い

っ
そ
う
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま

ず
こ
れ
ま
で
函
館
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
各
団
体
が
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
「
民
の
力
」
、

自
主
活
動
を
助
長
し
サ
ポ
ー
ト
す
る

財
団
の
体
制
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
次
に
、
市
民
の
皆
様
方
に
喜
ん
で

い
た
だ
く
催
し
、
普
段
な
か
な
か
接

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
著
名
な
演
奏

家
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
全
国
レ
ベ
ル
の

競
技
会
な
ど
、
広
範
で
多
彩
な
企
画

を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
　

　
こ
う
し
た
二
つ
の
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
な
ん
と
し
て
も
財
団

そ
の
も
の
の
力
量
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
職
員
研
修
を

充
実
さ
せ
企
画
や
活
動
に
関
わ
る
市

民
の
相
談
に
応
ず
る
力
を
高
め
る
と

同
時
に
、
現
在
、
道
に
働
き
か
け
て

い
る
公
益
財
団
法
人
認
定
を
実
現
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
　

　
年
が
明
け
ま
す
と
伊
藤
み
ど
り
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室
や
東
京
都

交
響
楽
団
公
演
な
ど
の
舞
台
が
待
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
ま
た
、
皆
様
方

の
ご
支
援
、
お
力
添
え
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
  



　函館市内・近郊で活動している打楽器奏者が、一堂に 
会する打楽器アンサンブルによる演奏会です。 
　柔らかいマリンバの響き、ダイナミックな太鼓のリズ 
ムなど、様々な打楽器の世界をお楽しみください。 
■出演者募集中
　個人または団体の参加者を募集しています。 
　※詳細はお問い合わせください。 
日　時　２月２０日�午後２時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円 
　　　　学生５００円（大学生・高校生） 
　　　　※中学生以下無料（要整理券） 
主　催　函館パーカッションフェスティバル実行委員会 
　　　　�函館市文化・スポーツ振興財団 
問合せ　�４９－１８４４（宮前） 

　函館市芸術ホール管弦楽団は、第２０回演奏会におい 
て“ベートーヴェンの第九”を演奏し、大好評を博しま 
した。 
　今年度は、交響曲史上傑作と名高い“ブラームスの交 
響曲第１番”に挑戦いたします。日頃の練習の成果に、 
どうぞご期待ください。 
指　　揮　遠藤幸男（札幌交響楽団） 
ピ ア ノ　高実希子 
管 弦 楽　函館市芸術ホール管弦楽団 
予定曲目　ドヴォルザーク／ 
　　　　　　弦楽のためのセレナードホ長調作品２２ 
　　　　　ベートーヴェン／ 
　　　　　　ピアノ協奏曲第３番ハ短調作品３７ 
　　　　　ブラームス／交響曲第１番ハ短調作品６８ 
日　　時　３月１３日�午後３時 
会　　場　函館市芸術ホール 
料　　金　一般２,０００円、一般ペア３,０００円 
　　　　　高・大学生１,０００円 
　　　　　中学生以下無料 
　　　　　（要整理券、芸術ホールのみで取扱） 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 
 

　 
             

■
佐
藤
勝
司
＆
関 

悌 

ジ
ョ
イ
ン
ト
・

　
リ
サ
イ
タ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
勝
司
（
バ
リ
ト
ン
）
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
国
立
音
楽
大
学
声

　
　
　
　
　
　
楽
学
科
卒
業
。
日
本

　
　
　
　
　
　
大
学
大
学
院
音
楽
学

　
　
　
　
　
　
部
修
了
。
　
　
　
　

　
２
０
０
１
年
藤
原
歌
劇
団
に
て
、

男
性
の
最
年
少
で
正
団
員
に
昇
格
。

　
文
化
庁
公
演
、
藤
原
歌
劇
団
公
演
、

新
国
立
歌
劇
場
公
演
等
に
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
数
多
く
出
演
。
　
　
　
　
　

　
現
在
、
藤
原
歌
劇
団
団
員
。
新
国

立
劇
場
合
唱
団
契
約
メ
ン
バ
ー
。
宮

地
楽
器
声
楽
講
師
。
　
　
　
　
　
　

関
　
悌
（
ピ
ア
ノ
）
　 

　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
野
音
楽
大
学

　
　
　
　
　
　
大
学
院
修
了
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ

　
　
　
　
　
　
ル
、
ソ
ロ
・
コ
ン
サ

ー
ト
、
カ
フ
ェ
・
コ
ン
サ
ー
ト
等
、

多
数
出
演
。
函
館
市
民
オ
ペ
ラ
、
ピ

ア
ノ
バ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
は

こ
だ
て
等
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
務
め
る
。

　
現
在
、
関
ピ
ア
ノ
ス
タ
ジ
オ
、
チ

ー
フ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ク
ー
ル
勤
務
。

曲
目
　
武
満
徹
／
小
さ
な
空
　
　
　

　
　
　
レ
ス
ピ
ー
ギ
／
森
の
神
々
　
他

　
　
　
バ
ッ
ハ
／
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ

　
　
　
　
ー
ア
曲
集
第
１
巻
よ
り
　

　
　
　
　
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ガ

　
　
　
　
第
４
曲
嬰
ハ
短
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ

　
　
　
　
８
４
９
　
　
　
　
　
　
他

日
時
　
１
月
２２
日
�
午
後
６
時
３０
分

■
吉
田
千
紗
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

出
演
者
　
吉
田
千
紗
（
ピ
ア
ノ
）
　

ゲ
ス
ト
　
ア
ン
ト
ン
・
ス
テ
パ
ー
ノ
フ

日
時
　
２
月
６
日
�
午
後
２
時
　
　

■
ヌ
ー
ベ
ル
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
に

　
よ
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
・
コ
ン
サ

　
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
者
　
ヌ
ー
ベ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

賛
助
出
演
　
Ｔ
ｒ
ｉ
ｏ  
Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ 

　
　
　
　
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ  

Ｐ
ｌ
ａ
ｉ
ｎ 

日
時
　
２
月
２７
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　

料
金
　
シ
リ
ー
ズ
券
　
　
　
　
　
　

　
　
　
一
般
　
　
　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
学
生
　
　
　
　
２
０
０
０
円

※
シ
リ
ー
ズ
券
は
函
館
市
芸
術
ホ
ー

　
ル
の
み
の
取
扱
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
１
回
券
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
一
般
　
　
　
　
２
０
０
０
円

　
　
　
学
生
　
　
　
　
１
０
０
０
円

　
　
　（
全
席
自
由
、当
日
５
０
０
円
増
）

※
中
学
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
） 

・
整
理
券
は
芸
術
ホ
ー
ル
の
み
で
取
扱

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５５
¦
３
５
２
１（
芸
術
ホ
ー
ル
）

　 

日　　時　６月２６日�午後２時（予定） 
会　　場　函館市芸術ホール　 
出演時間　２０分以内 
応募方法　芸術ホール、市民会館などに配布予定の募集 
　　　　　要項に必要事項を記入の上、出演者の演奏に 
　　　　　よる音源１曲とともに芸術ホールまでご持参 
　　　　　ください。 
※応募規定がありますので、詳しくは募集要項をご覧く 
　ださい。 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　函館市芸術ホールでは、ＰＯＰＳなどのジャンルの音 
楽活動をしている個人またはグループの出演者を募集し 
ています。応募は、芸術ホールに置いてある所定の申込 
書に必要事項を記入の上、芸術ホールまで持参または郵 
送してください。 
日　時　２月１１日�午後７時（予定） 
会　場　函館市芸術ホール　リハーサル室 
参加料　無料 
※出演にあたり、入場料は徴収できません。 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



　誰もが知っているピーターパンとはちょっと違う、歌 
って踊って大いに笑えるピーターパンの物語です。 
　キャスト・スタッフの舞台セミナー受講生たち、さら 
に今年はジュニアコースの子供たちも一緒にこの作品を 
つくりあげました。 
　ぜひご覧ください。 
日　時　３月５日�午後６時３０分 
　　　　３月６日�午後４時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　５００円（高校生以下無料） 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

応募資格　函館市および近郊在住 
　　　　　の方。一般作家に加え 
　　　　　て専門家も対象となり 
　　　　　ますが、専門家の方は 
　　　　　展示のみとなり、賞の 
　　　　　対象にはなりません。 
公募作品　絵画、版画、彫刻、オ 
　　　　　ブジェ、インスタレー 
　　　　　ション、工芸、書、写 
　　　　　真、イラスト、デザイ 
　　　　　ン、デジタルデータ作 
　　　　　品などジャンルは問いません。 
出品点数　１人１点（グループ制作も可）　
出 品 料　１作品　一般１,０００円、学生５００円 
募集期間　１２月１日�～１月３１日� 
募集要項　市内および近郊の公共施設等で配布中 
展示期間　２月２０日�～２月２７日� 
　　　　　午前１０時～午後７時 
　　　　　（最終日は午後５時まで） 
会　　場　函館市芸術ホール　ギャラリー 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　
好
評
開
催
中
の
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
、

今
年
も
初
す
べ
り
は
、
１
月
２
日
�

午
前
１０
時
よ
り
！
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
外
周

２
５
０
ｍ
の
ス
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
と
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
で

き
る
サ
ブ
リ
ン
ク
の
他
、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
を
備
え
た
ス
ケ
ー
ト
場
で
、
期

間
中
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ケ
ー

ト
教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
　

　
土
・
日
・
祝
日
及
び
１
月
２
日
に

は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
初
す
べ
り
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
　

日
時
　
１
月
２
日
�
午
前
１０
時
　
　

　
新
年
を
祝
っ
て
お
子
様
を
対
象
に

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
先
着
順
、
数
量
限
定
で
す
。
　
　

■
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
だ
れ
で
も
参

加
で
き
、
簡
単
に
楽
し
く
遊
べ
る
ゲ

ー
ム
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　 
              

日
時
　
１
月
２３
日
�
午
前
１０
時
　
　

○
ナ
イ
タ
ー
割
引
　
　
　
　
　
　
　

　
午
後
４
時
以
降
に
来
場
さ
れ
た
方

は
通
常
の
入
場
料
の
半
額
料
金
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　
　  

  

開
設
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１１
日
�
〜
２
月
２８
日
�
　
　

※
１２
月
３１
日
・
１
月
１
日
は
休
場
。 

　
平
日
１２
時
〜
午
後
７
時
　
　
　
　

　
土
・
日
・
祝
日
及
び
小
・
中
学
校

の
冬
休
み
期
間
（
１２
月
２５
日
〜
１
月

１８
日
）
は
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
　

使
用
料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
回
券
　
一
般
　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
生
　
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
　
　
１
５
０
円

貸
靴
料
　
　
１
足
　
　
　
３
０
０
円

回
数
券
（
１１
枚
綴
り
）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
　
般
　
６
０
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
生
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
　
１
５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
通
券
　
　
　
　
　
　

　
（
貸
靴
も
利
用
で
き
ま
す
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

シ
ー
ズ
ン
券
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
一
　
般
　
１
４
４
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
　
　
７
２
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
　
　
４
８
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
　
　
３
６
０
０
円

※
個
人
使
用
及
び
団
体
使
用
に
お
い

　
て
函
館
市
内
に
在
住
、
又
は
在
学

　
の
小
中
学
生
の
使
用
料
は
無
料
と

　
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

※
団
体
使
用
又
は
、
専
用
使
用
に
つ

　
い
て
は
ス
ケ
ー
ト
場
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５４
¦
５
２
３
３（
ス
ケ
ー
ト
場
）

　
　
　
　 



　
今
回
は
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

お
め
で
た
い
席
に
は
付
き
物
の
お
酒

と
、
年
越
し
に
は
欠
か
せ
な
い
お
そ

ば
に
つ
い
て
の
お
仕
事
を
し
て
い
る

方
で
す
。
株
式
会
社
イ
チ
マ
ス
代
表

取
締
役
の
佐
藤
博
さ
ん
と
、
お
そ
ば
・

お
食
事
処
さ
ん
て
い
・
柏
木
店
店
長

の
池
田
幸
久
さ
ん
で
す
。
お
二
方
と

も
、
湯
倉
神
社
と
は
深
い
関
わ
り
が

あ
る
そ
う
で
、
そ
の
事
に
つ
い
て
も

伺
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
佐
藤
さ
ん

か
ら
自
己
紹
介
等
を
含
め
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
私
は
５
人
兄
弟
の
長
男
で
、

函
館
商
業
高
校
を
卒
業
し
て
１８
歳
で

店
を
継
ぎ
ま
し
た
。
父
が
体
調
を
崩

し
早
く
に
亡
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

店
は
今
年
で
創
業
７６
年
に
な
り
ま
す
。

今
で
は
色
々
な
種
類
の
酒
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
雑
貨
と
日

本
酒
の
み
を
扱
う
店
で
し
た
。
そ
の

頃
、
一
番
高
価
な
日
本
酒
は
一
升
瓶

で
５
円
、
一
般
酒
で
２
円
く
ら
い
の

時
代
で
し
た
。
１０
件
ほ
ど
の
割
烹
料

亭
が
主
な
取
引
先
で
、
樽
酒
な
ど
を

販
売
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

池
田
　
昔
か
ら
お
店
は
あ
の
場
所
だ

っ
た
の
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
場
所
自
体
は
変
わ
っ
て
い
な

い
の
で
す
が
、
新
店
舗
を
建
て
る
時

に
土
地
全
体
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
か
で
色
々
悩
み
、
当
時
流
行
っ
て

い
た
ラ
ジ
オ
番
組
の
”
斉
藤
聖
峰
先

生
“
に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
人
も

年
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
だ
ん
だ
ん

と
丸
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
建
物
も

角
を
な
く
し
て
丸
く
し
て
は
ど
う
か

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
あ
の
建

物
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
は
人
目
を
引
い
た
よ
う
で
す
。

池
田
　
う
ち
は
祖
父
の
代
に
砂
山
町

で
仕
出
し
か
ら
始
め
、
今
の
場
所
に

移
っ
て
そ
ば
屋
を
始
め
ま
し
た
。
昭

和
２５
年
か
ら
な
の
で
今
年
で
創
業
６０

年
で
す
。
私
は
３
代
目
で
、
平
成
１５

年
に
函
館
に
戻
っ
て
き
て
店
を
継
ぎ

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
外
食
産
業

の
チ
ェ
ー
ン
本
部
で
、
加
盟
店
の
経

営
指
導
、
人
材
育
成
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
池
田
さ
ん
は
氏
子
青
年
会
な

の
で
湯
倉
神
社
の
会
議
な
ど
で
よ
く

お
会
い
し
ま
す
よ
ね
。
湯
倉
神
社
の

組
織
に
は
祭
典
委
員
会
・
や
わ
ら
ぎ

会
・
敬
神
婦
人
会
・
氏
子
青
年
会
が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
責
任
役
員
を
２５

年
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け

で
参
加
し
た
の
で
す
か
？
　
　
　
　

池
田
　
私
は
元
々
湯
倉
神
社
の
伊
部

宮
司
と
仲
が
良
く
、
宮
司
の
「
若
い

人
を
神
社
に
集
め
た
い
」
と
い
う
思

い
と
、
「
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
頃

に
遊
ん
だ
場
所
に
ご
奉
仕
し
た
い
」

と
い
う
考
え
か
ら
、
４
年
前
の
氏
子

青
年
会
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
若
い
人
が
頑
張
っ
て
く
れ
る

の
は
助
か
り
ま
す
。
湯
倉
神
社
は
旅

館
な
ど
が
多
い
湯
川
の
町
中
に
あ
る

の
で
、
函
館
の
他
の
神
社
の
あ
る
地

域
と
は
ま
た
風
情
が
違
い
ま
す
か
ら

ね
。
昔
は
芸
者
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

温
泉
街
な
ら
で
は
で
す
よ
ね
。
　
　

池
田
　
毎
年
９
月
に
あ
る
例
大
祭
は
、

神
社
の
中
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
様
々

な
出
し
物
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
夜
神

輿
も
あ
り
大
変
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
お
正
月
の
新
年
祭
の
ご
奉
仕
の

他
に
も
例
大
祭
の
出
し
物
の
司
会
や

氏
子
青
年
会
が
中
心
と
な
り
夏
至
に

開
催
す
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
行
事
の
際
に
は
必
ず
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
　
　

佐
藤
　
そ
う
で
す
ね
。
昭
和
６０
年
に

責
任
役
員
に
就
任
し
て
以
来
、
毎
年

夏
の
例
大
祭
と
正
月
の
行
事
は
必
ず

参
加
し
て
い
ま
す
。
正
月
の
鏡
開
き

と
振
る
舞
い
酒
用
に
菰
樽
（
こ
も
だ

る
）
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
自
分
が

元
気
な
間
は
こ
れ
か
ら
も
奉
納
を
続

け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日

本
酒
は
昔
か
ら
神
事
を
営
む
際
の
神

酒
と
し
て
供
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

神
酒
が
樽
で
供
え
ら
れ
た
と
き
に
は

樽
の
蓋
を
開
い
て
酒
を
ふ
る
ま
い
ま

す
。
酒
樽
の
上
蓋
は
『
鏡
』
と
呼
ば

れ
る
こ
と
か
ら
、
酒
樽
の
上
蓋
を
割

っ
て
開
く
こ
と
を
鏡
開
き
と
呼
び
ま

す
。
菰
樽
と
言
う
の
は
、
吉
野
杉
の

樽
に
稲
の
藁
で
で
き
た
筵
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
菰
を
巻
い
た
物
で
す
。

菰
樽
は
江
戸
時
代
、
酒
を
輸
送
す
る

際
に
樽
を
保
護
す
る
目
的
で
む
し
ろ

を
巻
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

て
、
当
初
は
無
地
の
菰
で
巻
い
た
簡

単
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で

は
お
酒
の
名
前
や
縁
起
物
を
印
刷
し

た
り
な
ど
、
装
飾
性
を
帯
び
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
底
上
げ

し
た
菰
樽
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
、
お
そ
ば
屋
さ
ん
だ
か

ら
、
年
越
し
の
日
は
神
社
に
来
る
前

も
忙
し
い
の
で
は
？
　
　
　
　
　
　

池
田
　
は
い
。
昔
ほ
ど
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
や
は
り
年
末
は
忙
し

い
で
す
。
ま
ず
、
会
社
や
事
務
所
等

の
方
の
仕
事
納
め
の
日
に
、
１
度
目

の
ピ
ー
ク
が
来
ま
す
。
職
場
の
最
終

営
業
日
に
皆
さ
ん
で
お
そ
ば
を
取
ら

れ
る
方
が
多
い
で
す
。
大
晦
日
当
日

は
朝
の
７
時
か
ら
お
店
に
入
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
前
日
の
う
ち
か
ら
出
汁

を
と
る
な
ど
、
事
前
に
で
き
る
事
は

準
備
し
て
お
き
ま
す
。
私
は
お
昼
近

く
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
出
前
に
か
か

り
き
り
に
な
り
ま
す
。
お
店
に
も
１

日
中
多
く
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
し
、
お
持
ち
帰
り
用
の
半
生

そ
ば
を
購
入
し
て
い
か
れ
る
方
も
多

い
の
で
す
が
、
昔
に
比
べ
る
と
「
年

越
し
は
御
馳
走
を
食
べ
て
、
し
め
は

そ
ば
。
お
と
も
に
日
本
酒
で
テ
レ
ビ

は
紅
白
」
な
ん
て
い
う
昔
な
が
ら
の

年
越
し
を
や
っ
て
い
る
家
庭
は
減
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
ね
。
午
後
７
時
半
に
閉
店
し
た
後

に
私
は
ま
っ
す
ぐ
湯
倉
神
社
に
向
か

い
年
越
し
の
ご
奉
仕
を
し
ま
す
。
夜

中
の
２
時
に
一
度
締
め
て
、
朝
の
８

時
か
ら
準
備
し
て
、
午
後
３
時
頃
ま

で
の
間
、
初
詣
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

方
へ
イ
チ
マ
ス
さ
ん
が
御
奉
納
な
さ

っ
た
お
神
酒
や
甘
酒
、
子
ど
も
さ
ん

用
の
ジ
ュ
ー
ス
等
を
振
舞
い
ま
す
。

佐
藤
　
ち
な
み
に
年
越
し
そ
ば
は
ど

の
よ
う
な
由
来
が
あ
る
の
で
す
か
？

池
田
　
細
く
長
く
達
者
に
暮
ら
せ
る

こ
と
を
願
う
と
い
う
説
が
一
般
的
な

の
で
す
が
、
私
が
好
き
な
説
は
、
金

銀
細
工
師
が
金
粉
を
集
め
る
為
に
そ

ば
粉
の
団
子
を
使
用
し
、
水
に
と
い

て
金
粉
だ
け
を
取
り
出
し
た
事
か
ら
、

「
金
を
集
め
る
」
と
い
う
説
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
そ
ば
を
食
べ
て
あ
や
か
り

た
い
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　



空と海の美しい島と、リラックスした人々

 

強
い
日
差
し
と
地
面
か
ら
立
ち
上

る
熱
に
ひ
た
す
ら
体
力
を
消
耗
し
て

い
た
港
で
の
仕
事
で
す
が
、
バ
ン
コ

ク
市
内
に
戻
っ
て
来
る
と
そ
れ
ほ
ど

暑
さ
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
大
き
な
建
物
の
中
で
は
、
こ
れ

で
も
か
と
い
う
ほ
ど
冷
房
が
効
い
て

い
る
か
ら
で
す
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
上
空
を
走
る
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
ス
カ
イ

ト
レ
イ
ン
）
の
中
は
、
ま
る
で
冷
蔵

庫
か
と
思
う
く
ら
い
。
真
冬
の
北
海

道
の
家
で
、
暖
房
で
汗
を
か
い
て
し

ま
う
ほ
ど
室
内
が
暖
か
く
な
っ
て
い

る
の
と
、
ち
ょ
う
ど
反
対
と
い
え
ば

わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
。
タ
イ

人
の
友
人
に
「
寒
く
な
い
の
か
？
」

と
訊
い
た
と
こ
ろ
、
「
天
然
の
寒
さ

は
体
の
芯
ま
で
冷
え
る
け
れ
ど
、
人

工
の
寒
さ
は
い
く
ら
寒
く
て
も
平
気

な
ん
だ
」
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
説
明

を
さ
れ
ま
し
た
が
、
は
た
し
て
本
当

で
し
ょ
う
か
。
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

が
違
う
と
、
感
じ
方
も
異
な
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。
た
だ
い
く
ら
タ
イ
人

で
も
や
は
り
暑
さ
は
苦
手
な
よ
う
で
、

外
で
働
く
人
々
は
、
正
午
に
も
な
る

と
道
端
の
至
る
と
こ
ろ
で
グ
ッ
タ
リ

し
て
い
た
り
、
地
面
の
上
に
寝
こ
ろ

ん
で
昼
寝
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
過
去
に
旅
行
で
バ
ン
コ
ク
を
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
人
が
、
久
々
に
街
の

様
子
を
目
に
す
る
と
、
皆
あ
ま
り
の

変
貌
ぶ
り
に
驚
く
よ
う
で
す
。
超
高

層
ビ
ル
が
次
々
と
建
ち
、
ホ
テ
ル
や

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
数
も
把
握
で
き

な
い
ほ
ど
。
土
地
が
安
い
せ
い
も
あ

り
ま
す
が
、
デ
パ
ー
ト
の
規
模
は
日

本
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、
館
内
に
あ

る
小
さ
な
車
で
移
動
し
な
が
ら
買
い

物
を
す
る
お
客
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ

こ
を
一
歩
出
る
と
、
ま
た
道
端
で
肉

を
焼
い
て
い
る
よ
う
な
光
景
が
あ
る
。

来
る
べ
き
未
来
都

市
と
古
き
良
き
時

代
の
姿
が
背
中
合

わ
せ
に
存
在
し
て

い
る
の
が
バ
ン
コ

ク
な
の
で
す
。
タ

イ
で
も
な
く
、
他

の
世
界
中
の
ど
の

大
都
市
と
も
違
う
。

お
金
を
ほ
と
ん
ど

使
わ
な
い
生
活
を

し
た
け
れ
ば
そ
れ

も
可
能
。
ま
る
で

東
京
の
一
等
地
に

暮
ら
す
よ
う
な
、

目
の
飛
び
出
る
よ

う
な
金
額
の
世
界

も
す
ぐ
側
に
あ
る
。
人
間
と
は
贅
沢

な
も
の
で
、
便
利
さ
と
心
の
安
ら
ぎ

を
同
時
に
求
め
て
し
ま
う
。
そ
の
両

方
を
う
ま
く
叶
え
て
く
れ
る
街
と
い

え
ば
、
少
し
は
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　

　
も
ち
ろ
ん
タ
イ
の
魅
力
は
バ
ン
コ

ク
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
土
の
周
り
に
は
美
し
い
海
と

砂
浜
の
あ
る
島
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

美
味
し
い
魚
介
類
も
豊
富
。
ジ
ェ
ッ

ト
ス
キ
ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
釣
り

な
ど
の
遊
び
に
も
事
を
欠
き
ま
せ
ん
。

北
部
の
イ
サ
ー
ン
地
方
に
は
ま
た
違

っ
た
風
習
や
食
文
化
が
あ
り
、
さ
ら

に
北
上
す
る
と
隣
国
の
ラ
オ
ス
。
こ

こ
に
は
よ
く
ビ
ザ
の
切
り
替
え
で
訪

れ
ま
す
。
同
じ
く
北
部
に
あ
る
都
市

の
チ
ェ
ン
マ
イ
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
発
展
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
移
住
す
る

人
た
ち
も
多
い
よ
う
で
す
。
今
年
の

初
め
に
長
い
休
み
を
と
っ
て
北
と
南

に
旅
行
に
行
き
ま
し

た
が
、
ま
さ
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。陽
気
な
人
々

に
、
美
し
い
空
と
海
。

永
遠
に
続
く
か
の
よ

う
な
時
間
の
中
に
、

自
分
が
溶
け
込
ん
で

い
く
感
覚
。
今
は
仕

事
で
多
少
は
忙
し
く

し
て
い
ま
す
が
、
望

め
ば
す
ぐ
に
で
も
そ

こ
に
戻
れ
る
の
で
す

か
ら
、
な
か
な
か
タ

イ
か
ら
離
れ
ら
れ
そ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　 

　
１
９
７
７
年
札
幌
に
生
ま
れ
る
。

高
校
卒
業
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。

帰
国
後
、
幼
少
時
か
ら
の
思
い
出
の

地
、
父
の
故
郷
で
も
あ
る
函
館
に
移

住
。
１
９
９
７
年
か
ら
主
に
函
館
で

過
ご
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
で
の
１０
年
以
上
に
わ
た
る
生

活
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
街
で
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
勇
気

づ
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
数
多

く
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
展
を

主
催
。
全
国
各
都
市
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　



         

　
金
属
造
形
作
家
・
折
原
久
左
ェ
門

は
、
一
九
三
一
年
山
形
県
に
生
ま
れ
、

東
京
教
育
大
学
工
芸
建
築
科
に
学
ん

だ
後
、
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
北
海

道
・
函
館
を
制
作
の
拠
点
と
し
て
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
一
九
五
六

年
に
日
展
に
初
入
選
以
降
、
現
代
工

芸
賞
や
日
展
文
部
大
臣
賞
、
日
本
芸

術
院
賞
な
ど
の
受
賞
も
重
ね
、
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
本
展
で
は
、
作
家
の
特
色
あ
る
金

属
造
形
の
世
界
の
魅
力
を
、
約
５０
点

の
代
表
的
秀
作
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

            

      

◆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
　
　
　

講
師
　
折
原
久
左
ェ
門
氏
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２２
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
当
館
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

◆
ア
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
　
　
　
　
　
　

　
「
ハ
コ
ビ
が
贈
る
ハ
コ
ダ
テ
学
　

　
ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
４
つ
の
断
章
」

※
事
前
募
集
制
（
要
問
合
せ
）
　
　

①
ロ
シ
ア
と
つ
な
ぐ
３
つ
の
架
け
橋

　
写
真
と
イ
コ
ン
と
ス
ー
リ
コ
フ
　

講
師
　
大
下
智
一（
当
館
主
任
学
芸
員
）

日
時
　
１
月
２９
日
�
午
後
２
時
　
　

②
高
龍
寺
の
歴
史
と
そ
の
宝
物
　
　

講
師
　
長
澤
有
世
（
当
館
学
芸
員
）

日
時
　
２
月
５
日
�
午
後
２
時
　
　

③
外
か
ら
見
た
ハ
コ
ダ
テ
　
　
　
　

講
師
　
地
家
光
二（
当
館
学
芸
課
長
）

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
２
時
　
　

④
ハ
コ
ダ
テ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
　
　

講
師
　
柴
　
勤
（
当
館
副
館
長
）　

日
時
　
３
月
５
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
当
館
講
堂
（
聴
講
無
料
）
　

◆
同
時
開
催
〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ

　
レ
ク
シ
ョ
ン
・
早
春
〉
　
　
　
　

　
「
い
き
も
の
大
行
進
！
」
　
　
　

会
期
　
１
月
２２
日
�
〜
３
月
２３
日
�

観
覧
料
　
一
　
般
　
１
７
０
円（
１
４
０
円
）

　
　
　
　
高
大
生
　
　
１
０
０
円
（
７０
円
）

※
小
中
学
生
、
６５
歳
以
上
の
方
等
は
無
料

　 

　
僕
は
歌
う
事
が
大
好
き
だ
っ
た
。

小
学
生
の
時
か
ら
休
み
時
間
に
な
る

と
歌
い
だ
す
変
な
少
年
だ
っ
た
。
流

行
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
７０
年
代
の

歌
謡
曲
や
、
兄
が
聴
い
て
い
た
影
響

で
洋
楽
も
聴
い
た
。
中
学
生
の
時
に

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』

を
観
た
こ
と
が
転
機
と
な
っ
た
。
僕

は
そ
の
音
楽
に
夢
中
に
な
り
、
そ
も

そ
も
オ
ペ
ラ
と
は
何
な
の
か
と
興
味

を
持
ち
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
オ
ペ

ラ
は
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
ヘ
だ
け
な
の
で

（
当
時
は
オ
ペ
ラ
歌
手
が
歌
っ
て
い

れ
ば
何
で
も
オ
ペ
ラ
だ
と
思
っ
て
い

た
）
、
イ
タ
リ
ア
民
謡
集
の
Ｃ
Ｄ
を

買
い
、
い
つ
し
か
休
み
時
間
に
歌
う

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人

と
イ
タ
リ
ア
民
謡
に
な
っ
た
。
あ
ま

り
の
熱
唱
ぶ
り
に
当
時
６
人
に
１
人

が
部
員
と
い
う
、
全
国
で
も
な
か
な

か
類
を
見
な
い
１
５
０
名
程
の
合
唱

部
に
勧
誘
さ
れ
、
僕
の
人
生
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。
書
き
き
れ
な
い
程
多

く
の
偶
然
と
経
験
に
よ
り
、
僕
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
（
本
来
ク
ラ
シ
ッ
ク

と
は
１
７
５
０
〜
１
８
２
０
年
位
の

音
楽
を
指
す
言
葉
な
の
で
こ
の
言
い

方
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
）
の
世

界
に
没
頭
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　

　
実
は
僕
に
は
重
大
な
弱
点
が
あ
っ

た
。
僕
の
歌
を
嫌
と
言
う
程
聴
か
せ

ら
れ
た
同
級
生
な
ら
知
っ
て
の
通
り
、

非
常
に
音
痴
だ
っ
た
の
だ
。
歌
手
に

な
る
な
ん
て
当
然
思
っ
て
な
か
っ
た

が
、
音
楽
に
対
す
る
憧
れ
が
捨
て
き

れ
ず
、
高
校
最
初
の
進
路
希
望
調
査

で
一
生
歌
い
た
い
と
思
い
切
っ
た
提

案
を
し
、
音
大
の
存
在
を
知
り
、
受

験
科
目
に
は
ピ
ア
ノ
が
あ
る
事
を
知

り
、
ス
カ
ジ
ャ
ン
羽
織
っ
て
バ
イ
エ

ル
片
手
に
ヤ
マ
ハ
に
行
っ
た
。
受
験

の
た
め
に
未
知
の
勉
強
が
待
ち
受
け

て
い
た
が
、
好
き
な
事
の
た
め
に
す

る
勉
強
や
努
力
は
何
の
苦
に
も
な
ら

な
か
っ
た
。
下
手
の
横
好
き
で
何
が

悪
い
。
熱
意
に
は
底
知
れ
ぬ
力
が
あ

る
と
今
も
強
く
信
じ
て
い
る
。
　
　

　
振
り
返
る
と
、
函
館
で
育
っ
た
事

は
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
う
。

僕
の
周
り
に
は
音
楽
に
関
す
る
環
境

が
整
っ
て
い
た
。
函
館
で
体
験
し
た

事
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
総
勢
１

５
０
人
の
合
唱
部
に
在
籍
し
、
中
学

生
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
に
参

加
し
、
全
て
を
市
民
だ
け
で
構
成
す

る
オ
ペ
ラ
で
役
を
貰
い
、
芸
術
コ
ン

ク
ー
ル
の
副
賞
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
研
修
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ

れ
ま
で
様
々
な
音
楽
家
と
出
会
っ
た

が
、
こ
の
よ
う
な
環
境
は
大
変
羨
ま

し
が
ら
れ
る
事
で
あ
り
、
故
郷
へ
の

誇
り
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
音
楽
と
は
情
操
教
育
の
一
環
で
あ

り
、
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ

あ
る
昨
今
に
お
い
て
最
も
必
要
な
分

野
だ
と
思
え
る
。
２
０
１
０
年
の
芸

術
業
界
で
は
暗
い
雰
囲
気
が
漂
っ
た
。

先
進
国
に
お
い
て
、
芸
術
や
伝
統
・

ス
ポ
ー
ツ
等
に
理
解
と
配
慮
が
縮
減

さ
れ
る
の
は
悲
し
い
事
だ
。
今
で
も

予
定
が
合
え
ば
あ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

見
に
行
く
し
、
市
民
オ
ペ
ラ
の
チ
ラ

シ
も
見
か
け
ま
す
。
故
郷
で
感
じ
る

音
楽
に
熱
心
な
姿
に
は
安
心
感
を
覚

え
ま
す
。
ま
た
函
館
で
演
奏
で
き
る

事
を
楽
し
み
に
し
つ
つ
、
芸
術
と
文

化
が
根
付
い
て
い
る
街
函
館
の
、
益
々

の
発
展
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。
　
　

　 

会
期
　
１
月
２２
日
�
〜
３
月
２３
日
�

観
覧
　
一
　
般
　
６
０
０
円（
４
０
０
円
）

　
　
　
高
大
生
　
４
０
０
円（
２
０
０
円
）

　
　
　
小
中
生
　
２
０
０
円（
１
０
０
円
）

※（
　
）内
は
前
売
、
リ
ピ
ー
タ
ー

　
割
引
、
１０
名
以
上
の
団
体
料
金
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ

　
ン
と
同
時
観
覧
の
場
合
、
一
般

　
６
７
０
円
、
高
大
生
４
５
０
円
。

休
館
日
　
月
曜
日（
１
月
１０
日
�
を
除

　
　
　
　
く
）、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
�

　
　
　
　
〜
１
月
３
日
�
）
、
１
月
１１

　
　
　
　
日
�
、
１８
日
�
〜
２１
日
�
　

開
館
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

　
　
　
　
５
時
（
入
場
は
午
後
４

　
　
　
　
時
３０
分
ま
で
）
　
　
　

〒
０４０ 

０００１ 
 

函
館
市
五
稜
郭
町
３７
¦

６

　
　
　
　  

　    

�
５６
¦
６
３
１
１ 



　 
    

●
秋
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
和
凧
展
　
　

　
「
直
線
の
凧
と
曲
線
の
凧
」
　
　

会
期
　
１２
月
２７
日
�
〜
１
月
２８
日
�

　 
 

●
初
春
浮
世
絵
展
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
腰
善
行
そ
の
周
辺
ほ
り
出
し
展

会
期
　
１
月
２０
日
�
〜
１
月
２５
日
�

●
玉
川
智
子
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

　
グ
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２７
日
�
〜
２
月
１
日
�

　
　 

 

●
外
山
欽
平
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
Ａ
〜

　
Ｎ
小
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
７
日
�
〜
１
月
３１
日
�

　 
 

●
第
１
回
水
彩
画
・
油
絵
個
展
　
　

　
新
た
な
旅
立
ち
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
５
日
�
〜
１
月
９
日
�

●
第
１１
回
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
品
展

会
期
　
１
月
１２
日
�
〜
１
月
１６
日
�

●
四
季
の
絵
も
よ
う
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
１８
日
�
〜
１
月
２３
日
�

●
北
雷
同
好
会
　
書
作
展
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２５
日
�
〜
１
月
３０
日
�

　 
 

●
綾
の
会
押
花
作
品
展
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
２１
日
�
〜
１
月
９
日
�

●
小
原
雅
夫
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
展
　
　

　
「
凝
視
さ
れ
た
扉
ー
函
館
ー
」
　

会
期
　
１
月
１１
日
�
〜
１
月
３０
日
�

　 

 

　
　 

●
及
川
修
写
真
展
「
ラ
ー
ジ
サ
イ
ズ

　
フ
ォ
ト（
Ｌ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
　
Ｓ
ｉ
ｚ
ｅ
　
Ｐ

　
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
）展
」
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２
日
�
〜
１
月
３０
日
�

　 
 

●
Ａ
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
陶
と
Ｎ
家

　
秘
蔵
の
掛
け
軸
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２
日
�
〜
１
月
３０
日
�

　 
 

●
冬
休
み
プ
ラ
レ
ー
ル
大
運
転
会
　

会
期
　
１
月
３
日
�
〜
１
月
６
日
�

●
第
１５
回
カ
レ
ン
ダ
ー
バ
ザ
ー
ル
　

　
ｉ
ｎ
　
か
い
せ
い
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
８
日
�
・
９
日
�
　
　

●
道
南
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
展
　
　
　

会
期
　
１
月
１０
日
�
〜
１
月
１２
日
�

　
　
　
１
月
１７
日
�
〜
１
月
３１
日
�

●
函
館
焼
展
示
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
１４
日
�
〜
１
月
１６
日
�

　 
 

●
安
井
タ
カ
子
「
道
南
を
描
く
」
展

会
期
　
１
月
１３
日
�
〜
１
月
１９
日
�

●
平
成
２２
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

　
ス
タ
ー
作
品
展
示
会
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２１
日
�
〜
１
月
２５
日
� 

　 
 

●
日
本
の
伝
統
木
版
画
展
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２４
日
�
〜
２
月
１０
日
�

　 
 

●
凛
「
新
し
い
和
の
世
界
」
展
　
　

会
期
　
１
月
２
日
�
〜
１
月
１１
日
�

●
お
ひ
な
様
と
陶
の
動
物
展
　
　
　

会
期
　
１
月
１４
日
�
〜
２
月
１
日
�

●
２
０
１
１
冬
の
バ
ザ
ー
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２９
日
�
〜
１
月
３０
日
�

　 
 

●
今
井
宣
克
写
真
展
と
　
　
　
　
　

　
猫
人
形
二
人
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
６
日
�
〜
１
月
２１
日
�

●
ラ
ビ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー

　
ク
ラ
フ
ト
・
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
展

会
期
　
１
月
２４
日
�
〜
２
月
４
日
�

　 
 

●
今
川
和
男
油
彩
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
１３
日
�
〜
１
月
１９
日
�

●
山
谷
芳
弘
版
画
展

会
期
　
１
月
２７
日
�
〜
２
月
２
日
�

　 
 

●
心
癒
さ
れ
る
陶
器
の
名
品
展
　
　

会
期
　
１
月
２０
日
�
〜
２
月
３
日
�

　 
          

■
平
成
２２
年
度
函
館
市
青
少
年
活
動

　
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
表
彰
は
、
青
少
年
活
動
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
や
模
範
と
な

っ
て
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
今
年
度
は
次
の
１５
名
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

○
青
少
年
健
全
育
成
功
労
賞
　
　
　

　
永
井
彦
策
さ
ん
（
梁
川
町
会
）、岩

岸
憲
一
さ
ん
（
亀
田
本
町
第
四
町
会
）、

吉
田
千
鶴
子
さ
ん
（
乃
木
町
会
）
、

富
野
秀
和
さ
ん
（
港
町
北
部
町
会
）
、

岩
坂
秀
也
さ
ん
（
堀
川
町
会
）
、
小

笹
晶
子
さ
ん
（
若
松
町
会
）
、
舘
花

良
祐
さ
ん
（
高
松
町
親
交
会
）
　
　

○
青
少
年
ジ
ュ
ニ
ア
活
動
賞
　
　
　

　
川
口
翔
大
さ
ん
、
北
村
卓
仁
さ
ん
、

林
正
人
さ
ん
、
久
保
皓
哉
さ
ん
、
綿

谷
魁
さ
ん
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
函
館

地
区
委
員
会
）
、
加
賀
祐
太
さ
ん
、

平
沼
勇
輝
さ
ん
（
湯
浜
町
会
）
　
　

○
青
少
年
活
動
貢
献
賞
　
　
　
　
　

　
間
瀬
道
宏
さ
ん
（
梁
川
町
会
）
　

■
社
会
学
級
生
の
募
集
　
　
　
　
　

　
社
会
学
級
で
は
、
教
養
を
高
め
る

各
種
講
座
と
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
学
級
生
が
自
ら
企
画
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
２０
代
か
ら
８０
代

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
学
級
生
が

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
場
　
市
内
の
小
・
中
学
校
　
　
　

対
象
　
主
と
し
て
開
設
学
校
の
校
区

　
　
　
に
居
住
す
る
成
人
　
　
　
　

　 
 

■
ヨ
ガ
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
７
日
、
１４
日
、
２１
日
、

　
　
　
２８
日
（
毎
週
金
曜
）
　
　
　

　
　
　
午
後
７
時
１５
分
　
　
　
　
　

受
講
料
　
各
回
８
０
０
円
　
　
　
　

対
象
　
一
般
市
民
２０
名
（
先
着
順
）

申
込
み
　
電
話
受
付
（
水
曜
を
除
く
）

※
託
児
有
（
要
予
約
・
別
途
料
金
）

■
初
笑
い
寄
席
！
夢
助
落
語
会
　
　

日
時
　
１
月
９
日
�
午
後
２
時
　
　

申
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ
（
無
料
）

　 
 

■
も
の
づ
く
り
教
室
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１６
日
�
午
前
１０
時
３０
分

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
１１
日
�
ま
で
電
話
で

■
せ
つ
ぶ
ん
大
会
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２３
日
�
午
前
１０
時
　
　

参
加
料
　
１
０
０
円
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
１８
日
�
ま
で
電
話
で

※
共
に
対
象
は
小
学
生
と
そ
の
保
護

　
者
３０
名
（
小
学
生
の
み
の
参
加
も

　
可
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

  

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

　
「
バ
ラ
の
か
ざ
り
の
エ
コ
バ
ッ
グ
」

日
時
　
１
月
２２
日
�
午
前
１０
時
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
中
学
生
２５
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
１
月
７
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　 　
　 

■
は
こ
だ
て
国
際
民
俗
お
や
つ
パ
ー

　
テ
ィ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１６
日
�
午
後
１
時
　
　

参
加
料
　
８
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
中
学
生
５０
名
（
先
着
順
）

申
込
み
　
１
月
７
日
�
〜
１３
日
�
ま

　
　
　
　
で
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　

　
１
月
２８
日
�
は
館
内
整
理
の
た
め

中
央
図
書
館
お
よ
び
市
内
の
図
書
室

は
終
日
休
館
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　 



ステージ・アリーナ

該当者…平成２年４月２日から平成３年４月１日までに 
　　　　生まれた方。 
　　　　案内状はお送りしておりませんが、該当される 
　　　　方はぜひご参加ください。 
※当日は駐車場が混み合いますので、なるべく電車・バ 
　ス等をご利用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　成人としての自覚意識の高揚を図るとともに、新成人 
を祝福、激励するため、函館市では、昭和２４年に第１ 
回「函館市成人祭」を開催して以来、今回で６３回を迎 
えます。 
会場　函館市民体育館 
時間　午後１時～１時３０分 
 
 
　新成人を含む市内の青年達で 
構成する実行委員会が祝賀行事 
を開催し、新成人の門出をお祝 
いします。 
会場　函館市民体育館 
時間　式典終了後～２時３０分 

市民会館２階和室

●新成人企画
　・ＮＣＶ生中継！ 
　・駄菓子屋さん 
　　再現コーナー 
　・恩師からのメッセージ 
　・選挙体験コーナー 
　　『函館偉人選挙』
●南茅部タイムカプセル返還 
　コーナー
　尾札部中学校と臼尻中学校を 
卒業された方に、お預かりして 
いるタイムカプセルをお返しし 
ます。 
●タウン情報誌「jam」撮影 
　コーナー
　大好評のスナップ写真撮影コ 
ーナーを今年も行います。 
　撮影した写真は「ｊａｍ函館」 
のホームページに掲載されます。 
●大抽選会 
（当日アンケートにお答えいた 
　だいた方）
　特賞は、東京ディズニーリ 
ゾート入場券付きペア宿泊旅 
行券です。 
 
 
●和装着付け
　費用は無料ですが事前予約が 
必要です。 
　着付け時間 
　午前１０時～１２時 
　申込み・問合せ 
　�２１－３４６７ 
　（教育委員会生涯学習課） 
●着崩れ直しサービス 
　午後２時３０分まで 

日時　１月１０日�午後１時

＜屋外の式典＞ 
　開会のことば 

　人員報告 

　オープニング 

　分列行進 

　（徒歩部隊） 

　はしご乗り等演技 

　消防訓練 

　閉会のことば 

＜屋内の式典＞ 
　開会のことば 

　国歌斉唱、黙祷 

　表彰、市長式辞 

　祝辞、来賓紹介 

　祝電披露、消防長決意表明 

　万歳三唱 

　閉会のことば 

問合せ　�２２－２１４２（函館市消防本部庶務課） 

演　目　口上 
　　　　伊勢音頭恋寝刃 
　　　　白浪五人男 
　　　　勧進帳　 
日　時　２月２０日�午後１時 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　２,０００円（全席自由） 
主　催　初春巴港賑実行委員会  
　　　　�函館市文化･スポーツ振興財団  
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 



出　演　関口美香・中田久美子・高橋尚子・西貴子・ 
　　　　種田寿代・川村佳菜恵・佐藤絵里子（ピアノ） 
　　　　大島さゆり（フルート）、藤本遥（マリンバ） 
　　　　波多野美紀（クラリネット） 
曲　目　宮城道雄／春の海 
　　　　サン・サーンス／ロマンス作品３７ 
　　　　ノルベルト・ブルグミュラー／ 
　　　　　クラリネットとピアノのためのデュオ作品１５ 
　　　　リスト／巡礼の年第３年第４曲　エステ荘の噴水 
　　　　ショパン／ピアノソナタ第３番　ロ短調 
　　　　　　　　　　作品５８第１楽章 
　　　　モーツァルト／２台のピアノのためのソナタ 
　　　　　　　　　　　　二長調ｋ４４８第１楽章 
　　　　マーク・フォード／ポラリス 
　　　　リスト／超絶技巧練習曲より第４曲　マゼッパ 
　　　　リスト／ハンガリー狂詩曲第２番　嬰ハ短調 
料　金　一般券１,０００円、高校生以下５００円　 
問合せ　�０９０－８８９６－１８１６（同窓会道南支部） 

■ぶんだんジョイントステージ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステージ内容　フラメンコ、マジック、詩吟、剣舞、バ 
　　　　　　　レエ、フルート・ピアノ・チェロ三重奏、 
　　　　　　　詩舞 
日　時　１月２９日�午後６時 
ステージ内容　大正琴、ショーダンス、バレエ、三味線、 
　　　　　　　ヴァイオリン独奏 
日　時　１月３０日�午後２時 
入場料　５００円（両日共に） 
■ぶんだんジョイントギャラリー展 
　書道・水盤飾り・油彩画・華麗道・ちりめん細工
会　期　１月２６日�～３０日�午前１０時～午後６時 
　　　　（最終日午後５時まで） 
会　場　芸術ホールギャラリー 
入場料　無料 
■お茶席「抹茶席・紅茶席」 
日　時　１月２６日�・２９日�・３０日� 
　　　　午前１０時～午後３時 
会　場　芸術ホールギャラリー 
お茶券　３００円 
問合せ　�５４－７６７０（文団協事務局） 

　一般公募により集まった 
出演者が、それぞれの想い 
を込めて、芸術ホールの舞 
台でピアノ演奏を披露しま 
す。演奏者と来場者が共に 
何かを感じあえる心温まる 
コンサートです。 
入場料　無料 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



　５歳よりクラシッ 
クピアノの英才教育 
を受ける。人気ドラ 
マ「のだめカンター 
ビレ」にて玉木宏氏 
演じる「千秋真一」、 
映画「神童」では、 
松山ケンイチ氏演じ 
る「ワオ」の吹き替 

え演奏を担当し、脚光を浴びる。 
　広島東洋カープ主砲「栗原健太選手」バッターボッ 
クス登場曲の演奏＆作曲、ＮＨＫ大河ドラマ龍馬伝「龍 
馬伝紀行」テーマ曲の演奏など、次々と新たなるフィ 
ールドへの挑戦を続け、常に話題と注目を集めている。 
日　時　１月２５日�午後７時 
会　場　七飯町文化センターパイオニアホール 
料　金　一般２,０００円、高校生以下１,０００円 
問合せ　�６６－２０６６（七飯町文化協会） 
 

出　演　小林佳奈（ヴァイオリン） 
　　　　長谷川加奈（ヴァイオリン） 
　　　　谷敷さなえ（ピアノ） 
曲　目　パッヘルベル／カノン 
　　　　モンティ／チャルダーシュ 
　　　　バッハ／２台のヴァイオリンのためのコンチェルト 
　　　　日本の四季シリーズ　他 
日　時　２月９日�午後６時３０分 
会　場　北斗市総合文化センター・かなで～る小ホール 
料　金　５００円、中学生以下無料 
問合せ　�７４－２０００（北斗市かなで～る協会） 

　きびしい時代をまっすぐに生き抜けと教える木村文 
助の願いと、どこまでも純粋でしっかりと大地に根を 
張った子どもたちのさけびは、日本一の綴り方学校と 
して光り輝いた。生きることの意味が刻まれた感動の 
ドラマとなってよみがえる。そこは、大正から昭和初 
期の大野尋常高等小学校。 
日　時　２月６日�午後２時 
会　場　北斗市総合文化センター・かなでーる 
料　金　大人１,０００円、高校生以下５００円 
　　　　（当日５００円増） 
問合せ　�７５－２９８６（前田） 
 



　ＢａｙＧａｌｌｅｒｙは市民の皆様、そして観光の皆 
様にもご覧頂ける市内でも珍しいオープンなギャラリー 
として２年目を迎える事が出来ました。 
　常設展示と致しまして、２階部分で開催しております 
「釜谷弘船舶模型展」そして映画の街函館をテーマとし 
た「映画で観る函館展」を開催しております。また、特 
別料金の設定等皆さまと共に展示開催へと繋がる事が出 
来ますよう努力していきたいと考えております。 
　本年度もよろしくお願い申し上げます。 
メールアドレス　ｓａ＠ｈａｋｏｄａｔｅ－ｋａｎｅｍｏｒｉ.ｃｏｍ 

　金森ホールでは、文化的イベント等、金森ホールが 
函館の文化向上、発展に適していると思われる催事に 
対し、金森ホール使用料を減免致します。 
　詳細、お問い合わせは０１３８－２３－０３３８、 
金森ホールまでご連絡下さい。 

●奥　華子　CONCERT　TOUR　’１０～’１１ 
　弾き語り～４th Letter～ 
開　演　午後５時３０分 
料　金　４,０００円 
主　催　�０１１－６１４－９９９９（ウエス） 

●２０１１年もＦＭいるかでお楽しみ下さい 
　２０１１年もＦＭいるかは元気いっぱいに街の話題を 
　お送りしていきます。ぜひお付き合い下さい。 
○モーニングプラザ／月～木曜日午前７時～１０時 
　パーソナリティ／八木森佐知子 
　天気・道路や気になるニュースなど、バラエティ豊か 
　にお届けします。 
○暮らしつづれおり／月～木曜日午前１０時～１２時 
　パーソナリティ／山形敦子 
　暮らしの中にうるおいを。人ネットワークをはじめ健 
　康・環境の話題から多ジャンルの音楽もお楽しみ下さ 
　い。 
○ご機嫌レディオ！皆方流／月～木曜日１２時～午後４時 
　パーソナリティ／皆方昭司 
　皆方流トークとサウンドで、ラジオの前のキミにＬＯ 
　ＣＫ　ＯＮ！ 
○トワイライトスクエア／月～木曜日午後４時～６時 
　月・火曜日　パーソナリティ／平形織子 
　水・木曜日　パーソナリティ／佐藤はるか 
　夕方は、様々な情報と音楽をお届けするトワイライト 
　スクエアをどうぞお楽しみ下さい。 
○青春シャウト！／月～木曜日午後６時～９時 
　パーソナリティ／安川智巨 
　青春を「シャウト」したいヤツ集まれ！リクエスト大 
　募集中。日替わりコーナーも盛りだくさん！ 
○函館マニアＤＸ／金曜日午前１０時～午後８時 
　パーソナリティ／宮脇寛生、安川智巨、佐藤はるか、 
　　　　　　　　　伍楼康広 
　週末金曜を楽しむワイド番組。週替わりテーマに様々 
　なコーナーと音楽たっぷりで金曜日を楽しく演出しま 
　す。 
○週刊まち日和／金曜日午後８時～９時 
　パーソナリティ／丸藤競 
　函館の街づくりに活躍する様々なゲストをお迎えしま 
　す。 
○キャンパスデイズ／土曜日午前１１時～午後３時 
　函館の学生が週替わりでお送りする市民参加番組。若 
　者のトレンドを発信、函館の街に元気をお届けします。 
○ハッシーののんびり坂スタジオ／日曜日午前１１時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～午後３時 
　パーソナリティ／橋本孝 
　演歌・歌謡曲ならこの番組。ハッシーおじさんのコラ 
　ムや教養コーナーなどをのんびりとお届けします。 
●リクエスト＆メッセージ 
　ＦＭいるかでは、毎日皆さ 
んからのメッセージやリクエ 
スト、パーソナリティへの疑 
問・質問など様々なメッセー 
ジをお待ちしております。ホ 
ームページ内のメッセージフ 
ォームにご記入の上、気軽に番組に参加して下さい。 
フォーム 
ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ｍｅｓｓａｇｅ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ 
※番組ごとのＥメールアドレスもございます。 
･････････････････････････････････････････････････ 
〒０４０－００５４　函館市元町１８－１１ 
ＴＥＬ２３－３５００（留守番電話） 
ＦＡＸ２３－３１００ 
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
携帯サイト　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ｋ/

　昨年も皆様に支えられ、赤レンガの空間に沢山の素晴 
らしい感動を与えていただき誠に有り難うございました。 
　本年も皆様に喜ばれ、愛されるホールを目指し次代の 
文化発信地として皆様と共に創りあげていきたいと願っ 
ております。 
　本年も何卒相変わらぬご愛顧の程お願い申し上げます。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金森ホール一同 
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館
国
際
ホ
テ
ル
「
和
食
」

　
　
　
　
料
理
長
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２９
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
６
２
５
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
書
の
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
月
曜
日
・
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　

●
フ
ラ
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
月
曜
日
・
午
後
７
時
３０
分
　
　
　
　

●
英
会
話
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
木
曜
日
・
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
の
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

　
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
、
書
の
教
室
・
フ
ラ
教
室
・
ピ
ラ
テ
ィ

　
ス
・
英
会
話
講
座
等
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

●
の
び
〜
る
ね
ん
ど
☆
７
色
ラ
ン
プ
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１０
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
７
０
０
円
（
体
験
費
等
）
　
　
　
　

定
員
　
３０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
１
月
８
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
自
然
と
遊
ぼ
う
宿
泊
体
験
学
習
２
０
１
０
　
　

　
「
犬
ぞ
り
！
気
球
！
雪
の
探
検
隊
」
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１２
日
�
午
前
８
時
〜
　
　
　
　
　
　

　
　
　
１
月
１５
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　

場
所
　
富
良
野
町
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
５
０
０
０
円
（
宿
泊
費
等
）
　
　
　

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
１
月
７
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
探
検
隊
（
冬
）
ｏ
ｎ
雪
な
か

　
キ
ャ
ン
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２２
日
�
１２
時
３０
分
〜
　
　
　
　
　
　

　
　
　
１
月
２３
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
４
５
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
１
月
２０
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
〜
冬
休
み
企
画
〜
手
づ
く
り
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ 

ｉ
ｎ

　
小
春
日
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
２
０
１
１
年
干
支
の
う
さ
ぎ
を
ね
ん
ど
で
つ
く
ろ
う

講
師
　
石
川
久
美
子
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
６
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
書
初
め
を
し
ま
書
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
長
谷
川
青
穂
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
７
日
�
、
８
日
�
午
前
１０
時
　
　
　

参
加
料
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ア
ロ
マ
を
研
究
！
香
り
の
せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う
！

講
師
　
近
江
美
幸
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
７
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
キ
ャ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ン
ド
ル
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
ｓ
ａ
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
８
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
３０
分
　
　
　
　
　

参
加
料
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ア
ー
ト

講
師
　
ヨ
ー
ク
・
ク
リ
ス
ト
氏
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１１
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
皮
ひ
も
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
型
押
し
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　
作
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
者
正
巳
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１１
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
レ
ヨ
ン
で
小
さ
な
物
語
を
描
き
ま
し
ょ
う
　

講
師
　
山
田
聖
一
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１５
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　

参
加
料
　
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
フ
ェ
ル
ト
で
う
さ
ぎ
と
小
物
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

講
師
　
加
納
栄
利
子
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１５
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
大
人
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
小
人
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
海
と
船
の
企
画
展
「
台
風
と
の
斗
い
・
洞
爺
丸

　
ほ
か
４
青
函
連
絡
船
遭
難
記
録
」
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
３０
日
�
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
お
も
し
ろ
　
び
っ
く
り
　
海
の
ト
リ
ビ
ア
展
　

会
期
　
１２
月
２３
日
�
〜
２
月
２０
日
�
　
　
　
　
　

●
冬
休
み
　
連
絡
船
ク
ラ
フ
ト
教
室
　
　
　
　
　

　
木
製
連
絡
船
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
木
製
機

　
関
車
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
２４
日
�
〜
２６
日
�
、
１
月
８
日
�
〜

　
　
　
１０
日
�
、
１４
日
�
〜
１６
日
�
の
午
前
１０
時
、

　
　
　
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
歳
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
０
０
円
〜
８
０
０
円
（
別
途
入
館
料

　
　
　
　
が
必
要
。
未
就
学
児
童
、
市
内
の
小
中

　
　
　
　
学
生
は
入
館
料
無
料
）
年
末
年
始
も
休

　
　
　
　
ま
ず
営
業
し
ま
す
（
１２
月
３１
日
〜
１
月

　
　
　
　
３
日
は
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
開
館
）

　
　
　
　
　
　 

 

○
海
炭
市
叙
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１１
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
怪
盗
グ
ル
ー
の
月
泥
棒
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
レ
オ
ニ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
１５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
Ｓ
Ｐ
　
野
望
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１０
月
３０
日
�
〜
１
月
７
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
　

　
１１
月
１９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
　
ヤ
マ
ト

　
１２
月
１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
Ｐ
Ｇ
１２
）
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
最
後
の
忠
臣
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
相
棒
ー
劇
場
版
Ⅱ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
２３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
シ
ュ
レ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
２５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ゴ
ー
ス
ト
　
も
う
い
ち
ど
抱
き
し
め
た
い
　
　

　
１
月
８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
僕
と
妻
の
１
７
７
８
の
物
語
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
１５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　 ■
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
宮
崎
加
奈
古
氏
（
箏
）
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１
日
�
午
前
９
時
３０
分
　
　
　
　
　

　
　
　
１
月
２
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
池
田
桂
子
氏
（
フ
ル
ー
ト
）
　
　
　
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
６
１
１
１
（
同
ホ
テ
ル
）
　
　

■
新
春
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
川
村
裕
司
（
ｔ
ｓ
）
、
船
木
康
成
（
ｇ
）

　
　
　
勝
海
亮
（
ｂ
）
、
秩
父
正
幸
（
ｄ
ｓ
）
　

日
時
　
１
月
２
日
�
午
後
６
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
喫
茶
「
想
苑
」
（
青
柳
町
３
　
１５
）
　
　

料
金
　
　
２
０
０
０
円
　
２
５
０
０
円（
ｄ
ｒ
付
）

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
３
７
６
３
（
同
店
）
　
　
　
　

■
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
　
　
　
　
　
　

出
演
　
川
村
裕
司
（
ｔ
ｓ
）
、
藤
田
洋
一
（
ｐ
）

　
　
　
勝
海
亮
（
ｂ
）
、
秩
父
正
幸
（
ｄ
ｓ
）
　

日
時
　
１
月
３
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
　
Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
　
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
　
　

　
　
　
（
本
町
３２
　
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
３
０
０
０
円
　
３
５
０
０
円（
ｄ
ｒ
付
）

問
合
せ
　
�
５６ 
¦
８
３
０
９
（
同
店
）
　
　
　
　

■
お
正
月
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
川
村
裕
司
（
ｔ
ｓ
）
、
藤
田
洋
一（
ｐ
）　

　
　
　
勝
海
亮
（
ｂ
）
、
秩
父
正
幸
（
ｄ
ｓ
）
　

日
時
　
１
月
４
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
ｙ
ｏ
ｕ（
五
稜
郭
３６
　
３
）　

料
金
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５６ 
¦
０
２
０
１
（
同
店
）
　
　
　
　

■
新
春
ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ブ
〜
魅
惑
の
テ
ナ
ー
・
サ

　
ッ
ク
ス
〜
『
川
村
裕
司
の
世
界
』
　
　
　
　
　

出
演
　
川
村
裕
司
（
ｔ
ｓ
）
、
船
木
康
成
（
ｇ
）

　
　
　
勝
海
亮
（
ｂ
）
、
秩
父
正
幸
（
ｄ
ｓ
）
　

日
時
　
１
月
５
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
ジ
ャ
ズ
・
カ
フ
ェ
・
リ
ヨ
ン
（
北
美
原
１
　
４
）

料
金
　
　
２
０
０
０
円
　
２
５
０
０
円
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４７ 
¦
３
９
２
５
（
同
店
）
　
　
　
　

■
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
新
し
い
年
を
迎
え
て
皆

　
さ
ん
で
童
謡
・
唱
歌
を
ご
一
緒
に
楽
し
く
歌
い

　
ま
し
ょ
う
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
細
谷
悦
子
氏
（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）
　

日
時
　
１
月
２５
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
（
大
原
）
　
　 

表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
立
待
岬
の
駐
車
場
手
前
に
あ
る
ロ

ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
収
納
庫
。
中
に
は

笹
や
枯
草
が
燃
え
た
時
に
火
を
叩
い

て
消
火
す
る
「
火
は
た
き
」
が
収
納

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
火
は
た
き
」
の

布
に
は
古
い
消
防
用
ホ
ー
ス
を
切
断

し
た
生
地
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
横
浜
で
生
ま
れ
育
ち
、
子
供
の
頃
か
ら
山
や
海
で
遊
ぶ
。
３５
歳
の
時
に
初
め
て
函
館
に
来
て
、
自
然
の
豊
か
さ
と 

　
　
　
　
　
　
　
食
べ
物
の
美
味
し
さ
、
人
の
優
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
移
住
す
る
。
函
館
山
に
抱
か
れ
て
日
々
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

　
私
は
留
学
生
で
す
。
函
館
で
８
週

間
日
本
語
と
文
化
を
勉
強
し
ま
し
た
。

北
海
道
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
留
学

の
前
に
ア
メ
リ
カ
で
６
年
間
日
本
語

を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
異
文
化
を

習
う
の
は
人
生
の
す
ば
ら
し
い
旅
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
考
え
る
度
に
私
が
中
学
生
の
時
に

書
い
た
詩
を
思
い
出
し
ま
す
。
　
　

　
「
一
匹
の
カ
エ
ル
が
、
雨
の
日
に

池
の
水
面
か
ら
地
面
を
見
な
が
ら
考

え
た
。
『
今
日
は
雨
。
心
配
せ
ず
陸

の
世
界
を
自
由
に
冒
険
で
き
る
！
で

も
、
今
日
の
世
界
は
い
つ
も
ほ
ど
輝

い
て
な
い
な
。
や
っ
ぱ
や
め
と
く
。
』

そ
し
て
、
も
っ
と
大
切
な
事
を
考
え

て
自
分
の
世
界
に
戻
っ
た
」
異
文
化

を
学
ん
で
い
る
時
、
自
分
が
こ
の
カ

エ
ル
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
私
は
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
の
視
点

か
ら
日
本
の
こ
と
を
勉
強
し
て
き
ま

し
た
か
ら
、
立
派
な
こ
と
ば
か
り
習

い
ま
し
た
。
最
初
に
日
本
語
の
勉
強

を
始
め
た
時
、
私
の
日
本
の
イ
メ
ー

ジ
は
「
完
璧
な
国
」
で
し
た
。
意
味

深
い
伝
統
文
化
、
最
先
端
の
技
術
、

笑
い
も
テ
ー
マ
も
追
求
す
る
芸
術
、

そ
し
て
お
い
し
い
料
理
で
い
っ
ぱ
い

の
国
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　

　
し
か
し
、
来
日
後
、
私
の
経
験
と

日
本
人
の
は
ど
こ
か
違
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
海
外
か
ら
来
た
観
光

客
の
た
め
に
、
日
本
と
い
う
国
が
自

ら
の
持
ち
味
を
薄
く
し
て
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
看
板
の

英
語
と
メ
ニ
ュ
ー
の
絵
を
頼
り
に
旅

行
で
き
る
か
ら
で
す
。
外
国
人
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
薄
め
ら
れ
、

甘
く
味
付
け
さ
れ
た
文
化
や
社
会
を

通
し
て
、
真
の
国
際
交
流
は
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
６
年
間
と
夏
休
み
の
８
週
間

を
振
り
返
っ
て
感
じ
た
の
は
、
今
の

私
は
も
は
や
中
学
生
の
時
に
書
い
た

詩
の
カ
エ
ル
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
あ
の
日
の
カ
エ
ル
と
違
っ
て

池
に
戻
れ
ず
、
ず
っ
と
行
き
た
か
っ

た
世
界
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

雨
が
や
ん
で
も
、
こ
の
カ
エ
ル
は
き

っ
と
新
し
い
世
界
を
冒
険
し
な
が
ら

生
き
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ

ブ
は
１
９
１
９
年
ア

メ
リ
カ
で
創
立
し
た

女
性
の
事
業
経
営
者

達
が
集
ま
っ
て
作
り

上
げ
た
国
際
ゾ
ン
タ

と
い
う
組
織
の
中
の

ひ
と
つ
で
す
。
　
　

　
設
立
の
目
的
は
、

奉
仕
活
動
を
通
し
て

女
性
の
地
位
の
向
上

を
目
指
し
な
が
ら
、

互
い
の
国
々
の
世
界

的
友
好
・
理
解
・
平

和
を
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
　
　

　
現
在
は
世
界
の
６８

カ
国
に
１
２
０
０
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会

員
は
３
万
１
千
人
に
な
り
ま
す
。
国

連
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
登
録
さ
れ
、
函
館

ク
ラ
ブ
は
世
界
で
は
７
４
７
番
目
、

日
本
で
は
９
番
目
に
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
２
年
に
１
度
の
世
界
大
会
で
は

国
際
的
な
奉
仕
活
動
に
向
け
た
資
金

の
提
供
も
各
ク
ラ
ブ
に
要
求
さ
れ
ま

す
。
会
員
も
社
会
福
祉
・
社
会
貢
献

を
勉
強
し
つ
つ
、
市
民
の
皆
様
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
事
が
何
な
の
か
を

探
し
出
し
、
奉
仕
活
動
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
活
動
は
分
か
り
に
く
い
面
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
身
近
な
テ
ー
マ

の
中
か
ら
自
分
達
と
関
連
の
あ
る
、

健
康
・
教
育
・
経
済
・
将
来
へ
の
夢

な
ど
明
る
い
社
会
を
築
く
事
に
歩
み

を
向
け
ま
し
た
。
奨
学
金
・
講
演
会
・

福
祉
施
設
へ
の
援
助
等
で
役
に
立
て

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
ま
だ
ま
だ
知
名
度
も
高
い
と
は
思

え
な
い
中
で
、
地
道
な
活
動
の
継
続

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
活
動
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
年
に
１
度
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が

国
際
ゾ
ン
タ
を
通
し
て
の
国
際
貢
献
、

函
館
市
内
の
福
祉
団
体
へ
の
援
助
の

資
金
作
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
か
ら
頂

き
ま
す
笑
顔
と
応
援
を
支
え
に
、
愛

さ
れ
る
函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
で
あ
り

続
け
た
い
と
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

会
員
の
増
強
も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
市
民
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
次
回
は
「
函
館
演
劇
鑑
賞
会
」
事

務
局
長
・
鈴
木
順
子
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　



　 
              

○
初
射
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
２
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
Ⅳ
期
弓
道
教
室
開
始
　
　
　
　

日
程
　
１
月
６
日
�
〜
　
　
　
　
　

○
鏡
開
き
射
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
９
日
�
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

 

○
北
日
本
卓
球
大
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
２２
日
�
　
　
　
　
　
　

○
函
館
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
連
盟

　
新
人
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
２３
日
�
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
 

 ○
元
旦
ラ
グ
ビ
ー
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
１
日
�
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

○
新
年
的
開
き
射
ち
初
め
　
　
　
　

日
程
　
１
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　 

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

○
１
月
月
例
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
９
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

○
記
録
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
１６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

○
第
３
回
道
南
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
　

日
程
　
１
月
１３
日
�
〜
１６
日
�
　
　

会
場
　
市
内
及
び
渡
島
各
中
学
校
体

　
　
　
育
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
高
校
新
人
戦
地
区
予
選
　
　
　
　

日
程
　
１
月
８
日
�
〜
１０
日
�
　
　

会
場
　
有
斗
高
校
、
白
百
合
高
校
　

○
ミ
ニ
バ
ス
地
区
新
人
大
会
　
　
　

日
程
　
１
月
１６
日
�
・
２２
日
�
　
　

会
場
　
駒
場
小
、
あ
さ
ひ
小
　
他
　

　 
 

○
第
６
回
北
海
道
高
等
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
新
人
大
会
函
館
予
選
　
　
　

日
程
　
１
月
１５
日
�
・
１６
日
�
　
　

会
場
　
市
立
函
館
高
校
、
商
業
高
校

　
　
　
　 

 

○
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
　
　
　

日
程
　
１
月
１５
日
�
・
１６
日
�
　
　

会
場
　
ふ
る
る
函
館
　
　
　
　
　
　

○
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
３０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
　
　
　
　
　

　 
 

○
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
＆
テ
ス
ト

日
程
　
１
月
２３
日
�
・
３０
日
�
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
キ
ー
級
別
講
習
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
９
日
�
・
３０
日
�
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ボ
ー
ド
ナ
イ
タ
ー
講
習
＆
テ
ス
ト

日
程
　
１
月
１２
日
�
・
１９
日
�
・
２６
日
�

会
場
　
ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場
　
　

○
ボ
ー
ド
一
般
級
別
テ
ス
ト
　
　
　

日
程
　
１
月
１６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場
　
　

日
程
　
１
月
３０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

■
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
挑
む
　
　
　

　
ト
リ
プ
ル
Ａ
野
球
審
判
員
　
　
　

　
平
林
岳
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　

　
ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
の

審
判
。
１
９
９
３
年
か
ら
２
０
０
２

年
ま
で
は
日
本
の
プ
ロ
野
球
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
グ
の
審
判
を
勤
め
、

２
０
０
９
年
、
日
本
人
と
し
て
は
初

め
て
、
ト
リ
プ
ル
Ａ
へ
の
昇
格
が
決

定
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
ス
プ
リ
ン

グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
て
日
本
人
と
し

て
初
め
て
メ
ジ
ャ
ー
の
試
合
を
ジ
ャ

ッ
ジ
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２２
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル
　
　

料
金
　
無
料
（
要
整
理
券
）
　
　
　

申
込
み
　
１
月
６
日
�
か
ら
　
　
　

問
合
せ
　
�
２７ 
¦
１
０
０
４
（
体
協
）

■
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
　
ｉ
ｎ
　
Ｈ
ａ
ｋ
ｏ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ

　
地
元
の
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
と
植
田

辰
哉
監
督
率
い
る
、
元
全
日
本
ド
リ

ー
ム
チ
ー
ム
（
河
西
昌
枝
・
大
林
素

子
・
吉
原
和
子
・
大
山
加
奈
・
他
）

が
夢
の
対
戦
を
し
ま
す
。
　
　
　
　

※
１２
時
３０
分
ま
で
に
ご
入
場
さ
れ
た

　
方
は
、
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
選
手
の

　
サ
イ
ン
入
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

　
豪
華
賞
品
が
当
た
る
”
ド
リ
ー
ム

　
抽
選
会
“
へ
参
加
で
き
ま
す
。
　

日
時
　
１
月
３０
日
�
１２
時
２０
分
　
　

会
場
　
函
館
市
民
体
育
館
　
　
　
　

料
金
　
無
料
（
要
整
理
券
）
　
　
　

問
合
せ
　
�
２１ 
¦
３
４
７
４
（
市
ス

　
　
　
　
　
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
　
　



　
先
月
号
を
寄
稿
し
た
頃
は
女
子
の

世
界
バ
レ
ー
が
開
催
中
で
、
手
に
汗

握
る
熱
戦
に
私
は
興
奮
す
る
ば
か
り

で
し
た
。
選
手
の
プ
レ
ー
だ
け
で
な

く
、
日
本
チ
ー
ム
全
体
の
気
迫
と
結

束
力
、
緊
張
感
と
躍
動
感
の
溢
れ
る

試
合
に
強
い
感
動
を
受
け
る
と
共
に
、

さ
ら
な
る
飛
躍
に
心
が
弾
み
ま
す
。

　
さ
て
、
１１
月
１２
日
〜
２７
日
迄
の
１６

日
間
、
中
国
の
広
州
で
第
１６
回
ア
ジ

ア
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
４５
カ
国
が
参
加
し
、
近
代

五
種
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
、
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
ロ
ー
ラ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
５
競
技
が
新
し
く
加

わ
っ
て
４２
競
技
４
７
６
種
目
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
大
会
の
競
技
種

目
に
は
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
や
チ
ェ
ス
、

囲
碁
、
シ
ャ
ン
チ
ー
（
将
棋
類
）
な

ど
が
あ
っ
て
大
変
興
味
深
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
種
目
は
、
身
体
活
動
量
は

高
く
な
い
も
の
の
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
１
つ
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
脳

の
多
く
の
神
経
回
路
を
活
性
化
さ
せ

る
よ
う
な
頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

抗
認
知
症
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
今

後
注
目
し
て
い
き
た
い
種
目
で
す
。

　
ま
た
今
大
会
、
陸
上
短
距
離
界
の

ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
幕
別
町
生
ま
れ
の

福
島
千
里
選
手
（
北
海
道
ハ
イ
テ
ク

Ａ
Ｃ
所
属
）
が
、
１
０
０
ｍ
と
２
０

０
ｍ
で
２
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の

鮮
や
か
で
躍
進
的
な
姿
に
、
私
は
ま

た
も
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
福
島
選

手
の
走
法
は
、
身
体
の
上
下
動
（
垂

直
方
向
の
動
き
の
幅
）
が
小
さ
く
、

蹴
り
足
が
後
方
へ
伸
び
き
る
前
に
前

方
へ
引
き
つ
け
る
こ
と
で
ピ
ッ
チ
を

高
め
て
い
ま
す
（
ア
メ
ン
ボ
走
法
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
）
。
ふ
と
、

私
自
身
が
選
手
だ
っ
た
頃
、
ア
メ
ン

ボ
の
よ
う
に
水
面
上
を
滑
る
よ
う
に

前
へ
前
へ
と
進
む
イ
メ
ー
ジ
を
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
少

し
で
も
抵
抗
が
小
さ
く
な
る
よ
う
、

体
力
を
消
費
し
な
い
よ
う
効
率
的
に

と
身
体
の
上
下
動
を
小
さ
く
、
床
と

平
行
に
泳
ご
う
と
意
識
し
て
い
ま
し

た
。
陸
上
で
も
水
中
で
も
、
同
じ
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
・
意
識
を
も
っ
た
り

す
る
も
の
な
ん
だ
な
ぁ
、
と
気
づ
き

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
大
会
、
日
本
は
４８
個
の
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
２
０
１
２
年
開
催
予

定
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向

け
て
、
各
競
技
で
は
様
々
な
改
善
課

題
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
福
島
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

コ
ー
チ
陣
に
つ
い
て
も
、
彼
女
独
自

の
走
法
や
感
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

彼
女
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
に
今
後
も
努
力

さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　

　
コ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
上
で
極
め
て

重
要
な
こ
と
は
、
選
手
と
の
相
互
理

解
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
大
切
に
育
む
べ
き
も
の
の
１
つ

と
し
て
、
選
手
個
々
人
の
も
つ
イ
メ

ー
ジ
・
感
性
が
あ
り
、
選
手
自
身
が

そ
れ
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
の
で
き
る

サ
ポ
ー
ト
を
施
す
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　 

　
１
９
７
８
年
愛
知
県
名
古
屋
市
生
ま
れ
。

日
本
体
育
大
学
大
学
院
体
育
科
学
研
究

科
体
育
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期

退
学
。
体
育
科
学
修
士
。
函
館
大
谷
短

期
大
学
講
師
。
健
康
運
動
指
導
士
。
専

門
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
幼
児
教
育
、
水

泳
（
１
９
９
９
年
ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
競

技
大
会
日
本
代
表
）
、
日
本
体
育
協
会

公
認
コ
ー
チ
（
水
泳
）
。 

　
今
回
は
、
毎
年
１
年
を
３
期
に
分

け
て
函
館
市
民
体
育
館
で
実
施
さ
れ

る
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
「
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
」
に
４
年
生
か
ら
参
加
し
て

い
る
田
中
友
也
君
で
す
。
小
学
生
向

け
・
一
般
向
け
な
ど
、
各
種
実
施
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
は
毎
回
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、

平
成
２３
年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
　
　 

                              

       

　
小
さ
い
時
か
ら
、
体
を
動
か
す
の

が
好
き
で
、
友
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
し

た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
わ
ん
ぱ
く
）

に
通
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
や
っ

て
い
る
の
を
見
て
カ
ッ
コ
イ
イ
と
思

っ
た
か
ら
で
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
教

室
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

探
し
て
い
た
ら
、
体
育
館
の
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
教
室
を
見
つ
け
、
４
年
生

の
時
か
ら
ず
っ
と
通
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
て
好
き
な

時
は
、
シ
ュ
ー
ト
が
入
っ
た
時
で
す
。

家
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
あ
る

の
で
、
練
習
し
た
り
し
ま
す
。
ド
リ

ブ
ル
が
得
意
な
の
で
、
ゴ
ー
ル
の
そ

ば
ま
で
ド
リ
ブ
ル
で
せ
め
て
、
仲
間

に
パ
ス
を
し
て
得
点
の
ア
シ
ス
ト
を

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
　
　
　
　

　
ぼ
く
は
身
長
が
あ
ま
り
大
き
く
な

い
の
で
、
大
き
く
な
る
た
め
に
毎
日

牛
乳
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
の

ク
ラ
ブ
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
も
う
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
中
学
校
に
行
っ
た
ら
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
、

全
道
大
会
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
は
、
３
ポ
イ
ン

ト
シ
ュ
ー
ト
が
な
か
っ
た
の
で
、
中

学
に
行
っ
た
ら
練
習
し
て
出
来
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 



　 
            

◎
冬
休
み
自
由
研
究
　
　
　
　
　
　

　
「
さ
し
絵
に
挑
戦
！
」
　
　
　
　

　
梁
川
剛
一
（
彫
刻
家
・
さ
し
絵
画

家
）
や
佐
藤
国
男
（
版
画
家
）
の
さ

し
絵
に
よ
っ
て
物
語
と
さ
し
絵
と
の

つ
な
が
り
を
学
習
し
た
後
、
子
ど
も

た
ち
に
好
き
な
物
語
の
「
さ
し
絵
」

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時
　
１
月
１４
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
芸
術
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

対
象
　
小
学
生
３０
名
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
文
学
館
ま
で
　
　
　
　
　

◎
第
６
回
文
学
の
夕
べ
　
　
　
　
　

　
「
　
木
短
歌
の
誕
生
」
　
　
　
　

　
明
治
４３
年
１２
月
に
歌
集
「
一
握
の

砂
」
が
発
刊
さ
れ
、
百
年
に
な
り
ま

す
が
、
　
木
の
短
歌
は
今
で
も
色
あ

せ
る
こ
と
な
く
清
新
な
輝
き
を
放
っ

て
い
ま
す
。
　
木
短
歌
の
誕
生
に
つ

い
て
、
日
記
・
書
簡
・
評
論
な
ど
を

手
が
か
り
に
考
え
て
み
ま
す
。
　
　

講
師
　
森
　
武（
函
館
市
文
学
館
館
長
）

日
時
　
１
月
１８
日
�
午
後
６
時
３０
分

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
文
学
館
ま
で
　
　
　
　
　

　 　 
 

◎
土
曜
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
」
　
　

　
道
南
在
住
の
研
究
者
や
当
館
の
職

員
が
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
や
地
域
の

資
料
を
も
と
に
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史

や
文
化
を
読
み
解
く
連
続
講
座
で
す
。

○
第
１
回
「
北
海
道
最
古
の
記
録
『
新

　
羅
之
記
録
』
に
見
る
４
〜
５
０
０

　
年
前
の
ア
イ
ヌ
」
　
　
　
　
　
　

講
師
　
川
端
裕
介
氏
（
函
館
市
立
五

　
　
　
　
稜
中
学
校
教
諭
）
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　

申
込
み
　
１
月
２９
日
�
か
ら
　
　
　

○
第
２
回
「
太
櫓
川
川
筋
の
ア
イ
ヌ

　
語
地
名
を
読
む
」
　
　
　
　
　
　

　
ー
太
櫓
場
所
支
配
人
守
屋
利
八
郎

　
潔
経
の
記
録
か
ら
ー
　
　
　
　
　

講
師
　
櫻
庭
博
氏
（
せ
た
な
町
文
化

　
　
　
　
財
保
護
審
議
会
委
員
・
北

　
　
　
　
桧
山
歴
史
散
歩
会
会
長
）

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
後
２
時
　
　

申
込
み
　
２
月
１２
日
�
か
ら
　
　
　

○
第
３
回
「
せ
た
な
地
方
の
ア
イ
ヌ
勢
力
」

講
師
　
松
崎
水
穂
（
当
館
学
芸
員
）

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　

申
込
み
　
２
月
２６
日
�
か
ら
　
　
　 

参
加
費
　
各
回
３
０
０
円（
入
館
料
不
要
）

対
象
　
一
般
（
高
校
生
以
上
）
　
　

定
員
　
各
回
３０
名
（
申
込
順
）
　
　

※
申
込
み
は
各
回
と
も
電
話
で
　 

    

◎
第
７
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
２
月
４
日
�
〜
３
月
１５
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
１４
日
�
〜
１
月
２８
日
�

◎
第
７
回
市
民
水
泳
教
室
　
　
　
　

日
時
　
２
月
４
日
�
〜
３
月
１５
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
の
部
　
１０
時
３０
分
〜
１２
時

　
　
　
午
後
の
部
　
６
時
３０
分
〜
８
時

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
午
前
の
部
３０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
午
後
の
部
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
１
月
１４
日
�
〜
１
月
２８
日
�

◎
第
７
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　

日
時
　
２
月
４
日
�
〜
３
月
１５
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
５
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
１４
日
�
〜
１
月
２８
日
�

◎
第
６
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ

　
ー
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
７
日
�
〜
３
月
１４
日
�

　
　
　
の
月
・
水
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
１７
日
�
〜
１
月
３１
日
�

◎
第
６
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１４
日
�
〜
３
月
２８
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２７
日
�
〜
２
月
７
日
�

◎
第
７
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１７
日
�
〜
３
月
３１
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
昼
の
部
　
１２
時
〜
午
後
１
時
１５
分

　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
時
４５
分
　
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
昼
の
部
５０
名
　
　
　
　
　
　

　
　
　
夜
の
部
２０
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
１
月
３１
日
�
〜
２
月
１０
日
� 

◎
第
８
回
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
〜
３
月
２０
日
�

　
　
　
の
土
・
日
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名（
定
員
超
過
時
、
抽
選
）

申
込
み
　
１
月
３０
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
４
時
１５
分
〜
４
時
３０
分

◎
第
５
回
専
科
コ
ー
ス
　
　
　
　
　

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
〜
３
月
２６
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
６
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
２
８
８
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２２
日
�
〜
２
月
１２
日
�

◎
第
５
回
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

日
時
　
２
月
１９
日
�
〜
３
月
２６
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
６
回
）
　
　

　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
８
時
４０
分

受
講
料
　
２
８
８
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２２
日
�
〜
２
月
１２
日
� 

◎
第
５
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
　
　

日
時
　
２
月
２５
日
�
〜
３
月
２５
日
�

　
　
　
の
金
曜
日
（
全
４
回
）
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
１
９
２
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２１
日
�
〜
２
月
１８
日
� 

※
全
教
室
「
ま
な
び
っ
と
広
場
」
選

　
択
科
目
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　

　 ■
年
末
器
材
点
検
日
・
特
別
清
掃
日

○
市
民
会
館
　
１２
月
２９
日
�
・
３０
日
�

○
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　
１２
月
３０
日
�

○
市
民
体
育
館
　
１２
月
２８
日
�
〜
３０
日
�

○
市
民
プ
ー
ル
　
　
　
１２
月
３０
日
�

○
北
洋
資
料
館
　
　
　
１２
月
３０
日
�

※
以
上
の
施
設
の
表
記
日
程
の
貸
館

　
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
　
　

■
年
末
年
始
休
館
日
　
　
　
　
　
　

○
市
民
会
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　

○
市
民
体
育
館
　
　
　
　
　
　
　
　

○
市
民
プ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　

○
旧
函
館
区
公
会
堂
　
　
　
　
　
　

○
北
方
民
族
資
料
館
　
　
　
　
　
　

○
文
学
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
北
洋
資
料
館
　
　
　
　
　
　
　
　

休
館
日
　
１２
月
３１
日
�
〜
１
月
３
日
�

○
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
　
　
　
　
　
　

休
館
日
　
１２
月
３１
日
�
・
１
月
１
日
�

■
年
末
年
始
の
市
民
会
館
・
市
民
体

　
育
館
・
芸
術
ホ
ー
ル
の
駐
車
場
　

　
市
民
会
館
、
体
育
館
の
各
駐
車
場

は
１２
月
３０
日
�
午
後
５
時
３０
分
か
ら

閉
鎖
し
、
１
月
４
日
�
午
前
８
時
３０

分
よ
り
開
場
い
た
し
ま
す
。
　
　
　

　
芸
術
ホ
ー
ル
の
駐
車
場
は
、
こ
の

期
間
臨
時
に
開
場
い
た
し
ま
す
。 




